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止はじ め に1

~L狩周期の分離即:pa剖ion) み裂失 (D叩りa守?守〉
の経験は，その後の精神身体発育に対l-.さまざまば影

響する事実が知られている。本研究は，この事実に関ァず

る文献的研究に引き続き実施された実証的研究を受庁総

ぐ研究の一部である。

本研究に先立ち、すでに実施占れた知的訪究は.iK

県のb乳児院に開設以来在籍4ていた全乳幼見を対象に

カル宇調査をか、.seþaratio~， Deprivation;の経験の

影留について考察剖n]<_たものであるよそのどきの研究

方法宇結果の考察民基弘ぎ斗研創作命邸か時

全乳臓哨ι訪調査4同一内容によ者アY4
ト調査を実施ιた。 j l i u 

対会としためは，昭和田年Ji月~昭和56年 1i月のiか

月間に措置解除及び措露変更〈退院〉となった刻幼児古.

資料は昭和時12月上高に送付されちもァy以トウ容

は，資料1-'2''0.>通りである。川

ヱユι?-_=-"ρ回収成績は.__109施設ベ回収率81-2%)

で、対象児数点510名〈く男児283名，女児 227名〉であ

る。なお. 109施設の公私の内訳は，公立14施設，私立

'94施設で，無記入が 1施設であった。

結果は，主と宅τ統計的K24理活h返るどのしさもDQ

f耳はつやて}ま比率DQ，丸、発連領紋毎K，第2衰の発途

日月齢を用いて算出Lた。全体DQはJそれらの算術平

均である。
ジス ジンf

E 結果と考察

(i)γ 対象児の体重

①退院時体重川、、~ J 

退院時における対象乳幼児の体重計測成績を男友別に
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厚生省値とほぼ一致している。月齢別に検討すると， 1 peprivationによる栄養失調症児の養育を必要とする事

歳未満の乳児期よりもJそれ以藤誠乳鬼瓦る風船治以;41iiもみすと4じ試み:¥f-;ムE61じた議情を反映している結果

厚生省値を上まわる傾向が認められる。こり傍;町立，問いとf走兵l守れも山円ι; >...，~ .. ~.'.::." .~<"V 
年度に突施されたD乳児院における調査成績とー数日、 TÚf ヒλ 必 jl~;:g.~宅氏いA 斗~}~

いる。乳児院の近年の養育効果を示唆する結果のひとつ

と考えられる。 L(J;戸、ι;.ij'} tfJ:::[1.':::;'¥f:巳l-)己、

@ 入院時体重と退院時体盤の比較

つぎに，退院時体重の結果と入院時体重を同じように

比較する会!女児はほ}~一致\Lzr、る?汗対ヤ第 3図).
男児の結果は 1歳半以降，退院時り成績が高U1(第f図〉。
この結果からも従来の多くの研究結果とは逆にむーしろ

乳児院の務育の効県が示唆される。とくに，乳児院では

第3図、文民詩体重止、退院時体位付緊!と:く男児).
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(2) D Q値目結果 くスベ特定疾患2ë.のJ:):Qfì1i~ô:，、健常}'eのrそ外と比較';t事会、

①領域別DQ催 ←いずれの領域でも健常児の成績が統計的に有意に高いふ
)_ • :~'"，:， ¥、旬、jげ三 戸、(~ •• i) 

ril:!値の結果は，第I表に示す通りである。全体riQ 領按別女ロフィ【ノレM'，言語理解が健常児と同じく最低

の値のキ均は 101であるが，領域別には運動機能が最も であるがU運動機能は健常児との差が犬、きし最も高い

高れ言語理解は低い。プロフィ:~l).tを描けば第 8 函fめ 領域正はなっていな以(第6図). ' だ{

遇。，ほぽ右下りiセ.'ijるが，探索操作，社会性，生活習 @川佐官児のIlQl語。tおける性差u.~~;: .(:三一

慣の発達領域の成績は同一レベルにある。 プロフィーノレ〈第6図〉からも明らかな通りi女児の

そこ??で，領域別にfそれぞれ平均値。差の検定 (T?検 平均D9値は，いずれり領域においても男児より高い。

定).J;::I:-:てみた。第号表が，そη績果ずある。差φ検定 T-i様怒り結呆は，運動，機能，探索探作:の運動系領域を

結果で、も，探索操作，七社会性，生活習慣の間には有意差 除きr有意差が認めら}れる。全体の子均DQ値む宥意に

を認めないが，これらと運動機能，言語理解の差は統計 女児の成績が高い E第 4褒)~- <.;.. :t': 

的に有意である。この結果は，全体DQが101とはいえ
' 第H草健常児の領続別D:Q値どモより性差，

領域別にみると，言語理解の発逮が依然として遅滞じて <，，' '(.J.. - (千百怯卓三 J

ぃぷごとを意味する泊めと考え訪eる.. 
φ特定疾患児めDQ値 い 町、 M

対象児510名のうち45名は，先天性心疾患，股関節脱

臼，脳性小児マヒ等の疾患，あるいは未熟出生による発

達逮潜が認められ::n、事。第3表は4 在民中に， (これら

特定疾患を認めた児iの領域別DQ植の結果であ高。、。

特定の疾患のある児の領威別D，Q 値

網野他:乳幼児期における母性的養育環境ρ相違と発逮に関する縦断的研究
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した対象児の方がDQ値は高くなることが予想され松:

そこで. 1 歳半から 2闘でゆこ退院し対され~~~r
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ょの傾向をさら区分析するため，退院時の，DQ値をそ

れ寄れλι院時月齢別に品たと日ころ正人院時月齢が進trl，:

つれ丈運動機能J、探索換作目領域?で怯退院時のD.Q値は

高£なるが，その他φ領域ではあまり変化が認められな

か'った、〈第8図(1)や帥)。日L、仁 、 必 -_j.'¥

このことは，入院時月齢が低心かつ在院期聞が長弘、

ほど乳児院における養育の発遣に対才る効来が想定され

るこ古在意味、ι丈抑5主芳，え島れる。そじて，内容的に

は対人関係を背景，I;T，Q社会性，、生活習慣ザ書籍理解の

発逮領域よりも，事物や環境，:対:1:，る操作活動を滞景品

了宣告運動系の発達領様にお炉実~S 苦の効果がより大きい

ことが指摘される詰j :~.. .:~I. 内、 二ス，、r 、
ご万ゴ J 一 、¥、 、>‘， 

，@Y.'入院前の養育経験士 D，Qlill¥' 、ノ~' ; 

代在院が短期間の乳幼児り退院時におけ志DQ値が低V.¥

傾向につし:.;ては，、す:::eu:指摘l.-t=のぞあるが.，ミりーこと

は，ヘ九院前向家庭の状況や養育方法1~2~、て芳察する必

要性をうかがわせる。 7::;<7'"，，'"，にはλ院前ρ養育経験

にて?lt:i'l-'での記載欄を合めたり討を，と養育経験別ねP;Q値を

-~~9ー
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であ君。 口

。〉在院中の情緒的・行動的問題 ι

在説中の乳幼児の情緒的・行動的問題にういては，そ

の出現の経過について調べてみた。結果は第τ衰の通り

であ 均果 的k出塑仰が7りは指じゃ持

で あ め こ れ を 出 現 働 、 ゐ 仕 切 ; 蹴 後 継 続 同

認められる傾向があるほか，そ令絡も即日領拘がう干が

われる。これに対1.-.同じ常同型の行動でも，へI{e~d

BangingやBody.Rockingは少ない。しかし物しゃ

ぶかもぶくめ，これら帯同型行動は，在院期間が長期化

するにつれ，やや増加する。この行動型はAttachrAent
，f/)，代理機能を持うと汐仮説が勾ht1JF刊する一町一そ告し

た視点からは Attachment形成の遅れや歪みが，担当

制等の努力があるにもかかわらず，強摘さfれることは妥

当かも知れない。このことは，後追いの激しさが利勝

も減少せず，見知らぬ人や物へり有安も持続してお þ.~.r

落ち0--:>:きなーく合動な傾向~;ご他大空う注量Eをなさj:~rる
傾向もI司様ゼ三ちるところ治時も推袋匂ゆ。J116Ayr 

他方二感情表現が乏しく，無気力な傾向まりk院直後の

時虞に比べその後減少する。人見知りがまったく越私

ら抗!なL、iいろ議面モも両様である。こうした傾向i~i
逆に!LAt刷出品長石改善の結果と解釈されヰ

-150ー
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養育担当日UDQ(健康児〉小第10図

也、{ピ

¥: 

検討してみた〈第9図)0 i 

その結果i両親以外の養育経験を狩たない託幼児の場

合にDQ値は最も低<.保育所等の養育を経験した乳幼

児だ最も高かったが，統計的有意差は認めえなかった。

この結果からはぷ家庭環境l'で両親はより養育された

ね Lても;'その間の養育内容にはJ';めま主ゆる:'>Iilasked

deprivationがふくまれている可能性が否定できず，こ

れが発達成績に少なからず影響する三主が考えちれる。

なお，久院理由別に depriv'atioh二typ.::¥!:予setara世on

type;、応分け芯D.Q債を比較じたが，内、差を認めるこ止は

できなかD た£このことはよえ院時点どでの事情よ:りも.

入院後の養育効果の方が，退院苦手DQに影響じ平京いこ

どを意味ιでドる主考察されるるlJム."，_，¥ .~: 

" '<Jj主務育担当別PQ倍、，、円llr'2"tO '~i とこニ; :_;'~::.; .:-，~'，. • 

最後に， .109施設のうち78施設と(73:6%弘之弐いわゆ

る養育担当制て受持制〉を採用‘ιてbたが，エれとDQ

値の関係比つめで検討lι宅みた首cここで，養育担当制を

主っ尤いる施設の養育在担当型君主育とE/.そうでない施

設のそれを非担当型養育 (20施設'.18:9%)とじt:o、ま

た担当制は形式的に採用也てい草にすぎずぷf:壬れゆ瓦袈

育担当制定は恥主ないーとまる施設が8施設(7:':5%):認め

られたが..:=.これは中間型養育Eじ:c;/これち養育決:イプ

にうわ:t';.:各辺健常児のD'.Qi値を:比較じ宅み't:X第10図〉。

恕壬め結果州統計的に有意でなかったとはいえ':，'担当塑

t静岡型に比?を~~~y非担当型のDQ値は低h傾向がうか

入院前の両親以1外に迂る養育経験

品

第9図

90 
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網野他乳幼児期ほ溶ける母性的養育誠境の箱遮¥ι発達に関する縦断的研究

鰐 T表者院中の情緒的行動的問題 一一一一一一 一一一一一一一一一一一

'" '"に ~fjf 入院覧会 J弘五期両1.[ー~~j ..~;- -'-:~-~'8 
ド二ζ与ここ1:.1と4Zと斗統的f2Jつ計 exr
同期間蹴刊明開糊してわ....I ..、 l

i主指しみぶり、 パバhTljJ t -I:18:| 勾t:L791735ミ TI11川:江49:(~0・ 44:
i..rr 夜泣ーさ ゴで~三」よ ;36(j ，)~ ，1 jo:Lを'.''1')2.1'114'明タ去

、製会計叩!ぞうそ売く??ぞれL叶:414ljaCJlh:下zW1u勾ゆ〉
ι 後コ車、、がはげじい〆 : t 23，'1: 戸9，1 : 26 1， 17 :ド 10， I s5Cl正D
ホ返る;岩i(比L-?<~ti/!'感情説愛りやす~i_;'、 T 11.r"i号ト'13.;.1."ミ.4/1. Pι 主"'，'， j~(i3:の

1 ベ入脚州まったy~~~ ， ，;. ， :;: 】 114. 1.. 27 I 7 l'ケ47iU!415:初5弱6αω1φ
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iル絶えT他みの注意注ひ主うと空:;;， ，_，ニ f s-1 3;cf 7L|ιlt、'"九月1，:1'..鈎く穴埋3
Iヲワ 体頭を-.:ゆ専す七るつ7

l 亡 i ぃ

カ 自 慰

!ヨその他

~I 二?1- 〈1-I1411151-mC5p
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本研究は，事L坦院退院時iij~!t号持幼児のDQ値を中

えられる。しかLJ1成年以ロフ〉ール分析の保

ば言語醜の発達織の鞠ば依然主Lて残ってゆ

とをSh乏をを主など。一益後p簸盟主とど主、ょう。)

心とした結果に基づき，初期環境における Deprivation また，入院前の養育経験別にみると，母親以外の幾育径

とSeparati岨の影響について検討した研究の一部であ 験を持つ対象児のDQ催は高し、。血askedd~p:fiyation 

る。

結果の中で，特民注目されるのは，在院期間が長期に

N.ぷ場合には退院時のDQ値が短期入院の場合に比べ

商くなる点であろう。!この傾向広三退院時の体重が月齢

の高いほど勝れている傾向?と6ー談じている。ともに，

乳男院め近年の養育水準り高さを，'5ふがわせる結果と考

仮説を:支持する結果卓¥'"ill知れない。担当型養育の効果は

ナ分とは，l，t'¥:..iな山井k'，-認めら:t向。へしかし，情緒的，行

動的問題からみる限弘今に問題を残している。

〈本研究の調査にあたり.ご協方いただ~，ました全匡

l 社福協議会害児福祉協議会及び乳，91.院関係諸民に

:糾'主〈感謝致し手TlJ? 

!資料 1"一 一J

i 1 施設表

:1.施設名

:~. 経常主体:' ゅ ← ①都道府県・指定都甫込@市町村，@社会福祉法人:@その他( 〉
，3 養護施設の併設の有無: ①併設している ②併設ιていない

14. 保母・看護婦の勤務形態: ①2突替制 @3交替制 i@そ白他( i 

'5， 保母:・君護婦の養育担当. ①こどもの受持ち制をとづている ②こどもの受持ち制をと当ていない

〈受持ち制) ②その他仁 : ! 〉

¥6 児 童定員:一名 ; 二汁三 や i 
j7 在院児の月制以数(l月3l日現在) :. 

! 10軒中ιか吋月吋6吋叶12i1'月崩却世hト 18駒阿カ

;湾男 1 T. T !刊1 e日= |h! |k: |L: 二 1 1 " 
除1 1 ， I . ，1、三:lドi 1上 1しハi:i川Li日: 
註刷|↓日 ……一，， 1，- 1 1 ". 1ド 1... 1'，ι .'.  ! 1レj
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機単Z日 原点
社会健・情緒

原
生活習慣

野定 機単Z 日

原 野

宵 癒 ・ 理 解
t対人関係〉

点
t食事・按池・極限〉

点 定

aOA 1 快いときttひと P笑いをする 301 1 
腹出空向-臨けじ4た時τI'tt欲にb顔在指し必るをで直そ刺とる乳む激首けすをるる舌と顔で持を

301 1 保ヨ夜育者K泣き戸の意味が.わか

601 2 ~やナと顔をみて笑う 601 ~ 601 2 鴫語t銀母音 7.世等〉を出す

751 3 在事やれするとと泣泣き〈やむが， 人がは 901 3 触乳れをのτいむるとき暢乳ピY!C手が 901 3 BuBu ・ KuKu と"'~

901 4 そばで歩〈人を目で追5 120 4 I~る7-Yからのむととができ 120 " 1 ，や..-キキ四いう

105 5 声をたてて笑ラ 150 5 晴に乳すピるYを見ると 5れしそD 150 5 I ~υで戸在出して遊んでい
120 61 ~t.~主1パ7をするとよる 180 

67 庁離A己め乳プて自-治る分Y備骨を食ロ保Kを育持じ者っ時aて宗Dいかずとらに5取との歩bみ上~ 180 6 人!C向。て音声を出ナ

150 
7 手つ体見在めををれのてさ表由bし人情曲出ナががさ来れ変るるるとじっと見

210 210 71 r母パ音.を7出パナ. '7979等多音節

180 81:~~~出出ナ吉れ と自分から 240 8 人7J'がる食べているのを見τ欲し 225 8 I #'.匂単音節をい~ (#':fI."・，

195 9 手当保育者と他との区別がつ 255 9 ず離に乳食中べ期る食tかゆ〉をじよう 240 91 MaやMuを声に幽ナ

2101 10 
要主よ自主求分〈主抱かが主い畠らZ体るてEをとひき声〈を幽 して$' 270 10 茶に遂わぷん立どを両手で持9てロ 270 10 

i都おイFヤ町とイ動在イヤのパ作と.イをと昌すしばギまるを昌し窟ギ塀主.空じ，毛〉てイナ行パ正動イし
2401 11 体てを〈れのるb出人ナを見ると 300 11 すマるYマとhっτ食事の催促を 300 11 

270 12 保育者の注意をひとPとする 330 12 1 ~に甫乳のtピrYを自分で持。τ自由 330 12 絵本の買をめo量生心にみる

300 13 手イクをマひセっy己とめいて顔うをとみはっるきb 360 13 て自食分べでよスうプ』とすYるを持ちす〈ョ 345 13 食マべク物可等のととhとをDマyマまた9

330 14 ものまどを相手にわたす 450 14 水きか車ずど手ひ伝とうbでと怒のるむといって 360 14 要タ求ッテを3いつら題っ解しナゃるいt等ネ〉シヰ，

360 15 鏡しKて笑遊いぶかけおじさ・をしたP 495 15 人K食べさせてよるとぷ 405 15 単語が2つ出品

450 161 7いFたとまずのら顔をすをるうかがいまがら 540 16 食物以外はロK入れIt<まる 450 16 絵い本っ音た見bて指知しったていりるすもるのe滞捻

480 17 子よど〈遊もぶの中Kまじ9てきげん 558 17 てヨーひグとルbトで吐食どべ且るプ-Yを伎つ 480 17 簡(0単0在い待い。つてけ来をて理ち解aうす加る、}

510 18 玩具を取b合う 576 18 自分的口もとをひと Pでふ〈 510 18 目，ロ.耳まど尋ねると指ナ

540 19 いえけτ2なてい帝とるい全と.ふざけてか 594 19 見自て分いの耕る成物K興味をも骨τ 540 19 本を院んでとせがむ

20 困求難め車る己とに出会5と助けを 20 と$'いLっgて己知したらせ晶るとでテ四テー
一

撃とと
585 612 585 20 

630 21 おt7'"と，ならにP鉛会量'>1.産をVヤ握ルらせτ!7Y 630 21 おVいイとしいいも9のを食べると*1 630 21 

653 2~ I ~育者とままどとのまねをす 660 22 とぼすとふ己5とナる 675 22 

675 23 他町子ども!Ct.，，，，とナる 690 23 靴をぬ4・ 241 23 本て楽をひしんとでbでいかる1.<t長い間見

698 24 友だちと手がつ1.<げる 241 24 大使在まちがい在〈教える 25.5 ξ24 ナ7品と主〈

241 25 子るども同士で退かけg 己をす 271 25 靴をは〈 271 25 簡単在文を雷う(連1Ii)

261 26 友達町名がいえる 301 26 食い事5がすむとゴテ)19サマと 28.5 26 章た稲えKる節をつけて部分的に5

281 27 

議擢と
321 27 はb汚L吉9ま己いの前〉K教えるt昼間 301 27 名前を尋ねると姶と名をいう

301 28 341 28 
るのみ己主在いでプ2プタでき 331 28 自分の名をいれて鼠をする

331 29 361 29 殆べんられどるとほ古ずKひとbで食 361 29 ポ~. 'l:!'シ等という

361 30 電話ど-:>1:，で交互tt会鼠する 391 30 夜間オム';1不要とまる 381 30 31語文を操る

391 31 
友官でt官だぶきどちるらんとと遊もとがの等をを〉願3書01恨分以使上~も 421 31 の自手分をかからけ小左便いK行き.暑とま 401 .31 組テVを熱ピ心で子にみどるもが主人公的番

421 32 481 32 鼻をかむ 421 32 どうして.e!ll;士の等とい5

48! 33 2れpる役を理解する'1:(G7J' 441 33 自分の名前を院む

541 34 鬼どっとができる

原 点計 | 原 点 計|

L _令違月令 発達月令 | 発遣月令 | 
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